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衛星搭載機器の調達状況

• NICTでは、これまで衛星通信機器を中心にプロ
ジェクトの目的・内容に応じた衛星搭載機器を開発

• 研究室では地上実験等で原理・機能確認等を事前
に行い、搭載機器開発時のリスクを低減

• 現在、技術試験衛星９号機（ETS-9）搭載用の以下
の機器開発を中心に取組を推進
– ETS-9搭載用の光通信装置
静止衛星ー地上間で10Gbps級の光通信を実現する衛
星搭載の実験装置

– ETS-9搭載用の共通部装置
ETS-9のRF通信機器と光通信機器で共通に使用するRF
ビーコンを有する衛星搭載の実験装置
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新スクリーニングプロセスの確立
• 技術進歩の早い光通信技術動向に追随するため、地上商用

部品を活用する場合の新スクリーニング手法の検討を実施
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• 本手法により、地上
商用部品（COTS
部品）を活用した迅
速で低コストな宇宙
開発が可能

• メーカ側では機器
開発の期間・価格
など開発コストを低
減できることで市場
競争力を確保可能
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新スクリーニングプロセスによる
コスト低減効果の比較例

• 衛星搭載用部品評価
– 従来方式（クラスⅠ部品使用の従来評価の場合*）
– 新方式（光通信デバイスの新スクリーニング方式適用の場合）

• 従来方式の開発コスト合計を100%に規格化した相対評価
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*NASA: EEE規格、ESA: ECSS規格、JAXA: JERG規格等

コ
ス
ト
の

相
対

値
[%

]

15%に低減
可能

従来法と比較して
1%に低減可能



National Institute of Information and Communications Technology

技術成熟度（TRL）の共有事例について

• JAXA-NICT間では、光衛星通信技術に関して、構成
される要素技術についてTRLの調査を共同で行い、
共有してきた事例がある（2012年度と2015年度に2
回実施）。

• キー技術を同定でき、開発リスクの識別に役立ち、関
係機関の光衛星通信のプロジェクト開始に貢献した。

• 今後も関係機関と情報共有を実施し、打上げ後の宇
宙実証後はTRLのアップデートを行い、技術開発のリ

スク低減やコスト見積もり等の精度向上に貢献した
い。
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まとめ
• NICTでは衛星通信機器を中心に衛星搭載装置を開発

• 地上実験等で原理・機能確認等を事前に行うことで、実質的
なフロントローディングを実施し開発リスクを低減

• 現在、ETS-9搭載用の通信機器開発を実施しており、コスト
実績等のデータ蓄積を実施中

• 技術進歩の早い光通信技術の地上商用部品を活用するた
め、新スクリーニングプロセス確立の検討を実施

• TRLに関して関係機関と技術検討及び情報共有を実施
• 確定契約の推進に向けた今後の取り組み

– 継続的なデータ蓄積
– 関係機関とのTRL情報の共有・更新
– 新スクリーニングプロセスの調達仕様書等への適用検討
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開発リスク低減やコスト見積もり等の精度向上に貢献




